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反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

本
条
例
の
内
容
は
市
民
税
率
の

一
律　

％
な
ど
で
あ
る
。
反
対
す

１０

る
第
１
の
理
由
は
増
税
で
市
民
の

可
処
分
所
得
を
引
き
下
げ
る
こ
と

で
あ
る
。
第
２
の
理
由
は
大
金
持

ち
減
税
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
第
３
の
理
由
は
地
方
交
付
税

の
廃
止
と
連
動
し
、
三
大
都
市
圏

以
外
の
自
治
体
に
は
歳
入
危
機
と

な
る
。
第
４
の
理
由
は
法
人
税
や

株
の
配
当
に
か
か
る
減
税
は
廃
止

せ
ず
、
住
民
税
の
定
率
減
税
の
廃

止
を
行
う
こ
と
は
著
し
く
均
衡
を

欠
き
、
格
差
を
拡
大
す
る
こ
と
に

な
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

本
件
は
再
開
発
関
連
の
水
道
工

事
予
算
で
あ
る
。
再
開
発
に
は
法

的
疑
義
が
あ
る
。
�
壁
面
の
位
置

の
制
限
、
�
１
�
３
街
区
の
土
地

単
価
が
１
�
２
街
区
よ
り　

％
も

２０

割
高
で
あ
る
こ
と
、
�
都
市
再
生

機
構
が
、
自
己
所
有
地
を
�
権
利

変
換
逃
れ
�
し
た
こ
と
、
�
平
成

　

年
度
再
開
発
予
算
の
前
提
と
な

１６る
再
議
、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
現

在
、
用
地
の
確
保
が
で
き
て
お
ら

ず
、
執
行
見
込
み
の
無
い
予
算
の

強
行
は
、
の
ぞ
ま
し
い
駅
前
整
備

に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
と
判
断
し
、

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
の
理
由
は
、
中
学
校
２
校

の
学
校
給
食
調
理
業
務
を
、
９
月

か
ら
民
間
委
託
す
る
こ
と
を
前
提

に
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

　

第
二
は
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
障
害
者
自
立
支
援
制
度
で
、

負
担
増
と
な
っ
た
利
用
者
へ
の
助

成
や
、
報
酬
単
価
の
見
直
し
な
ど

で
減
収
と
な
っ
た
施
設
へ
の
助
成

施
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

第
三
は
、
所
得
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
も
と
で
、
市
民
生
活
を
応

援
す
る
施
策
の
拡
充
・
新
た
な
施

策
が
組
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
。
よ

っ
て
反
対
す
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

� ������������������������������������　
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈

っ
た
り
、
暑
中
見
舞
い
や
年
賀
状

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

を
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
様
方
と
の
良

好
な
関
係
を
保
っ
て
い
く
た
め
、

実
費
負
担
が
必
要
と
さ
れ
る
行

事
・
催
し
を
ご
案
内
い
た
だ
く
際

に
は
、
会
費
を
明
示
し
て
ご
通
知

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

何
と
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

冠
婚
葬
祭
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
こ
ん
な
時
、
こ
ん
な
物
も
、

寄
附
禁
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

贈
ら
な
い
！

求
め
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
医
療
制
度
改
革

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
関
係
に

つ
い
て
は
制
度
が
改
正
さ
れ
、
平

成　

年
８
月
か
ら
の
高
齢
受
給
者

１８
証
の
発
行
や
資
格
の
確
認
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム

改
修
に
要
す
る
経
費
。
ま
た
、
同

制
度
改
革
に
よ
り
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
平
成　
１８

年　

月
か
ら
の
新
受
給
者
証
発
行

１０
に
対
応
す
る
た
め
の
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
に
要
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１８

算
（
第
１
回
）
は
、
６
月
１
日
の

本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
、　

日
の
委
員
会
で
審
査
し

１５

ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
中
学
校

の
給
食
調
理
非
常
勤
嘱
託
職
員
報

酬
、
桜
町
公
園
花
壇
整
備
に
要
す

る
費
用
、
国
の
医
療
制
度
改
革
に

関
す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

中
学
校
の
給
食
調
理
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
９
月
か
ら
中
学
校

１８

２
校
で
給
食
調
理
事
業
が
委
託
さ

れ
る
ま
で
の
間
の
非
常
勤
嘱
託
職

員
の
報
酬
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
、

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
桜
町
公
園
花
壇
整
備
に

つ
い
て
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活
用
し
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
市
立
桜
町

公
園
に
花
壇
を
整
備
し
、
管
理
す

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

中
学
校
２
校
を
９
月
か
ら
民
間

委
託
を
す
る
た
め
に
、「
給
食
調

理
非
常
勤
嘱
託
職
員
報
酬
」
の
補

正
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
市
の
財

政
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

行
財
政
改
革
の
推
進
、
今
後
更
な

る
学
校
給
食
の
充
実
に
向
け
た
取

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１８

算
（
第
１
回
）

平
成　

年
度
受
託
水
道
事
業
特

１８

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
学
校

給
食
の
民
間
委
託
開
始
が
９
月
ま

で
遅
れ
た
こ
と
の
手
当
て
と
し
て
、

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
小
中
学
校

給
食
調
理
非
常
勤
職
員
報
酬
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
予
算
特
別
委
員

会
の
質
疑
や
一
般
質
問
を
通
じ
て
、

労
使
交
渉
が
長
引
い
た
た
め
民
間

委
託
へ
の
移
行
期
間
が
極
め
て
短

く
、
手
続
き
的
に
も
慎
重
さ
を
欠

く
状
況
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
児
童
の
命
と
健
康
を
預

か
る
も
の
と
し
て
、
市
の
姿
勢
は

不
誠
実
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
よ
っ
て
本
予
算
に
反
対
す
る
。

組
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
緑
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
と
し
て
、
市
民
が
自
ら
の
手
で

桜
町
公
園
に
花
壇
を
整
備
し
、
緑

化
を
推
進
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
良
好
な
み
ど
り
の
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
期
待
で
き

る
。
よ
っ
て
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

予
算
案
に
は
、
国
の
医
療
制
度

改
革
に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ

ム
修
正
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
関
連
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当

初
予
算
に
は
４
月
か
ら
の
中
学
校

２
校
で
の
調
理
業
務
の
民
間
委
託

が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
９
月
へ

と
ず
れ
こ
ん
だ
た
め
の
、
や
む
を

得
ぬ
措
置
だ
。
今
回
の
２
校
実
施

で
年
間
約
一
千
万
円
、
５
校
全
て

で
委
託
さ
れ
る
と
５
千
万
円
の
財

政
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
是

非
と
も
進
め
て
も
ら
た
い
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
に

伴
う
も
の
で
、
予
算
総
額
に
９
千

　

万
３
千
円
を
増
額
し
、　

億
６

５９９

１０

千　

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

９３９
補
正
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
及

び
道
路
関
連
事
業
に
伴
う
配
水
管

移
設
・
新
設
工
事
に
要
す
る
費
用

に
関
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採

２２
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成　

年
１８

３
月　

日
に
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に

３１

伴
い
、
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
主
な
改

正
の
内
容
は
、

　

�
所
得
税
、
個
人
住
民
税
の
地

震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
、
支

払
っ
た
地
震
保
険
料
の
２
分
の
１

の
額
を
所
得
控
除
す
る
も
の

　

�
個
人
住
民
税
所
得
割
の
税
率

を
市
民
税
６
％
、
都
民
税
４
％
、

合
わ
せ
て　

％
に
一
律
化

１０

　

�
個
人
住
民
税
に
お
い
て
新
た

な
控
除
を
設
け
、
負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
調
整
を
行
う
こ
と
と
し

た
調
整
控
除
の
創
設

　

�
た
ば
こ
千
本
に
つ
き
２
千　
７４３

円
を
３
千　

円
に
改
正
す
る
た
ば

６４

こ
税
の
税
率
の
引
上
げ

　

�
所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か

っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
住
民
税

で
控
除
す
る

　

�
定
率
に
よ
る
税
額
控
除
の
廃

止
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採

２２
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
後
任
と
し
て

合
谷
基
子
氏
を
監
査
委
員
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
と
し
て
、
江
田
巧
氏
を

選
任
（
再
任
）
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

監
査
委
員
の
選
任
及
び
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

合谷基子氏
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お歳暮やお年賀 入学祝・卒業祝 病気見舞い
議員本人以外が代理で
出席する場合の結婚祝

議員本人以外が代理で
出席する場合の葬式の
香典

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝の花輪

町内会の集会や旅行
などの催物への寸志
や飲食物の差入

お祭りへの寄附や差入 地域の運動会やスポーツ
大会への飲食物の差入

学校給食調理室


